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●�

選
挙
長
等
の
報
酬
お
よ
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

�　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の

執
行
経
費
の
基
準
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

う
条
文
の
整
備
で
す
。

●�

一
般
会
計
（
第
１
回
）

　

�　

９
０
１
０
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
は
、
54
億
９
９
１
０

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

 

主
な
内
容

◎�

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業

�

２
０
２
０
万
円

　

�　

保
護
者
等
と
の
連
絡
の

円
滑
化
と
保
育
の
質
向
上

の
た
め
の
「
保
育
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム
」
を
新
た
に

導
入
す
る
も
の
で
す
。

◎�

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等

　
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

�

17
万
４
０
０
０
円

　

�　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
等

に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で

長
期
療
養
を
必
要
と
す
る

児
童
等
に
日
常
生
活
用
具

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

◎
定
額
減
税
不
足
額
給
付

�

２
３
０
０
万
１
０
０
０
円

　
�　

令
和
６
年
度
の
定
額
減

税
の
当
初
調
整
給
付
額
の

算
定
に
お
い
て
、
本
来
給

付
す
べ
き
額
と
の
差
が
生

じ
た
方
に
対
し
て
、
差
額

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

◎�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

発
行
補
助

�

５
８
０
万
円

　

�　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
利
用
者
へ
の

生
活
支
援
等
の
た
め
に
追

加
発
行
し
た
い
と
の
町
商

工
会
か
ら
の
要
望
を
受

け
、補
助
す
る
も
の
で
す
。

◎�

京
の
ふ
る
さ
と
産
品

　
価
格
流
通
安
定
協
会

�

２
０
０
万
円

　

�　

野
菜
等
経
営
安
定
対
策

事
業
の
取
組
に
お
い
て
、

生
産
者
か
ら
の
要
望
で
、

新
た
に
九
条
ネ
ギ
も
対
象

と
し
、
追
加
の
負
担
金
を

支
払
う
も
の
で
す
。

◎�

ス
マ
ー
ト
農
業
等

　
サ
ポ
ー
ト
事
業

�

８
１
４
万
５
０
０
０
円

　

�　

Ｊ
Ａ
や
ま
し
ろ
フ
ァ
ー

ム
が
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
よ
り
広
域
的
に
実
施
で

き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
等
の
導
入
に
対
し
、

補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

◎�

ま
ち
づ
く
り
協
働

　
加
工
施
設
整
備

�

２
７
４
２
万
円

　

�　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
一
部
を
改
修
し
、

新
商
品
開
発
の
促
進
等
を

図
る
拠
点
と
な
る
協
働
加

工
施
設
の
整
備
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

�

２
０
０
万
円

　

�　

東
部
区
公
民
館
の
空
調

改
修
事
業
に
対
し
、
補
助

を
行
う
も
の
で
す
。

●
井
手
町
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員

�

原
田　

賢
志�

氏

●
井
手
町
教
育
委
員

�

岡
田　

善
行�

氏

●
高
規
格
救
急
自
動
車

�

４
３
３
２
万
２
４
１
８
円

●
校
務
系
パ
ソ
コ
ン
購
入

�

１
７
６
９
万
２
４
０
０
円

●
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
更
新

�

６
８
７
万
６
１
０
０
円

�

提
案
者　

谷
田　

健
治�

議
員

消
費
税
の
減
税
及
び
必
要

な
財
源
確
保
を
求
め
る
意

見
書

�

賛
成
少
数
で
否
決

�

提
案
者　

谷
田　

健
治�

議
員

コ
メ
不
足
と
価
格
高
騰
へ

の
対
策
及
び
コ
メ
の
安
定

供
給
を
求
め
る
意
見
書

�

賛
成
少
数
で
否
決

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

６
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

▼� �「
保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
」を
新
た
に
導
入

▼�

定
額
減
税
の
不
足
額
を
給
付

　
　

�

令
和
７
年
６
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
６
月
定
例
会
が
開
か
れ
、補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し

ま
し
た
。

改
正
し
た
条
例

令
和
７
年
度

 

補
正
予
算

同 

意 

案 

件

財 

産 

取 

得

意 

見 

書

ー　 　 ー2

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

６
月
定
例
会
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令和7年6月定例会　議案・議決結果一覧表
審議結果等は次の通りです。（〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席または退席）　＊奥田俊夫議長は、採決に加わっておりません。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 議決の結果

議　　員　　名
木
村
健
太

谷
田
健
治

鎌
田
隆
宏

小
割
直
彦

田
中
保
美

脇
本
尚
憲

谷
田
利
一

岡
田
久
雄

議案第31号 井手町税条例の一部を改正する条例制定の件 令和7年
� 6月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 令和７年度井手町一般会計補正予算（第１回） 令和7年� 6月11日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第33号 令和７年度井手町水道事業会計補正予算
（第１回）

令和7年
� 6月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 井手町固定資産評価審査委員選任につき同意
を求める件

令和7年
� 6月11日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 井手町教育委員選任につき同意を求める件 令和7年
� 6月11日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 財産取得について同意を求める件
（高規格救急自動車購入）

令和7年
� 6月11日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 財産取得について同意を求める件
（校務系パソコン購入）

令和7年
� 6月11日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 選挙長等の報酬および費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例制定の件

令和7年
� 6月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 令和７年度井手町一般会計補正予算
（第２回）

令和7年
� 6月18日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 財産取得について同意を求める件
（基幹業務システム更新）

令和7年
� 6月18日 同　　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第２号 専決処分の報告について
（井手町税条例）

令和7年
� 6月11日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第３号 専決処分の報告について
（井手町都市計画税条例）

令和7年
� 6月11日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第４号 専決処分の報告について
（井手町国民健康保険税条例）

令和7年
� 6月11日 承　　認 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第５号 専決処分の報告について
（６一般会計補正（第７回））

令和7年
� 6月11日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第６号 専決処分の報告について
（６多賀簡水特会補正（第１回））

令和7年
� 6月11日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告第７号 繰越明許費繰越計算書について
（６一般会計）

令和7年
� 6月11日 報　　告

報告第８号 繰越計算書について
（６下水道事業会計）

令和7年
� 6月11日 報　　告

令和７年度城南土地開発公社事業計画に
関する報告書について

令和7年
� 6月18日 報　　告

発議第１号 消費税の減税及び必要な財源確保を求める
意見書

令和7年
� 6月18日 否　　決 × ○ × × × × × ×

発議第２号 コメ不足と価格高騰への対策及びコメの
安定供給を求める意見書

令和7年
� 6月18日 否　　決 × ○ × × × × × ×

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

６
月
定
例
会



令和７年９月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認ください。

た なか や す み

田 中  保 美 議員 （10P）

◆ 本町小中学校における運動能力
　 向上に向けた取組
◆ 放課後児童クラブの安心・安全な
　 運営

こ わり なお ひこ

小 割  直 彦 議員 （8P）

◆河川敷の有効利用

わき もと たか のり

脇 本  尚 憲 議員 （6P）

◆ リチウムイオン電池の回収
◆ 「多文化共生社会」の実現に
　 向けた取組

き むら け ん た

木 村  健 太 議員 （11P）

◆ 職員駐車場と連絡通路の活用

かま だ たか ひろ

鎌 田  隆 宏 議員 （12P）

◆ 農業振興地域の整備
◆ 増加する「放置林」

たに だ け ん じ

谷 田  健 治 議員 （7P）

◆ 物価高から住民の暮らしを守る
　 緊急対策を
◆ ごみの分別回収及び適正処理
◆ ＪＲ玉水駅駐輪場の
　 「シニアカー優先駐輪スペース」

たに だ とし か ず

谷 田  利 一 議員 （5P）

◆ さくらまつりの駐車場等
◆ 役場庁舎の駐輪場

おか だ ひさ お

岡 田  久 雄 議員 （9P）

◆ 玉川堤の桜とヤマブキの保全
◆ 小中学校の大阪・関西万博体験
　 支援事業
◆ ＡＥＤケース内への三角巾の配備
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６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間

中
の
土
、
日
だ
け
で
も
、

井
手
小
学
校
を
駐
車
場
と

し
て
利
用
で
き
な
い
の
か
。

　

周
辺
道
路
へ
の
影
響

や
安
全
性
の
確
保
等
も
勘

案
し
て
、
来
年
以
降
の
開

催
に
向
け
、
さ
く
ら
ま
つ

り
実
行
委
員
会
に
お
い
て

十
分
に
検
討
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
照
明
の
色
や
、
国
道

か
ら
椿
坂
辺
り
ま
で
、
デ

ザ
イ
ン
性
の
あ
る
提
灯
を

吊
り
下
げ
て
は
ど
う
か
。

　

実
行
委
員
会
に
お
い

て
提
灯
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
に
移
行
さ
れ
て
お
り
、

照
明
の
明
る
さ
や
種
類
な

ど
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
実
行

委
員
会
に
て
検
討
い
た
だ

け
れ
ば
。

　

よ
り
良
い
さ
く
ら
ま

つ
り
に
す
る
た
め
に
、
町

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
実
行

委
員
会
に
て
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等
、

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
当
該
実
行

委
員
会
の
構
成
団
体
や
地

域
住
民
や
来
場
者
の
方
々

の
ご
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
さ
く
ら
ま
つ
り
の

充
実
に
向
け
、
実
行
委
員

会
と
連
携
し
な
が
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

職
員
駐
車
場
の
あ
る

玉
川
堤
か
ら
新
庁
舎
ま
で

の
連
絡
通
路
へ
の
手
す
り

の
設
置
は
。

　

多
く
の
方
々
に
利
用

い
た
だ
き
、
ご
指
摘
の
よ

う
な
意
見
は
複
数
伺
っ
て

お
り
、
手
す
り
を
設
置
す

る
方
向
で
構
造
等
の
検
討

を
行
う
。

谷た
に

　
田だ

　
利と

し

　
一か

ず  

議
員

置
さ
れ
る
建
屋
周
辺
に
、

自
転
車
等
を
置
く
配
置
と

し
て
決
定
さ
れ
た
。

　

公
共
の
駐
輪
場
に
は

屋
根
が
設
置
さ
れ
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

　

大
屋
根
部
分
が
駐
輪

場
の
3
分
の
２
程
度
あ
り
、

設
置
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

屋
根
を
設
置
し
な
い

　

駐
輪
場
の
位
置
を

「
テ
オ
テ
ラ
ス
い
で
」
の

西
側
に
決
め
た
経
過
は
。

の
で
あ
れ
ば
、
土
間
の
屋

根
の
あ
る
場
所
の
利
用
な

ど
は
。

　

現
在
平
均
利
用
台
数

は
約
20
台
と
計
画
台
数
以

上
の
利
用
は
な
い
が
、
今

後
の
利
用
状
況
や
、「
国

道
24
号
城
陽
井
手
木
津
川

バ
イ
パ
ス
」
の
整
備
に
お

け
る
、
道
の
駅
的
休
憩
施

設
の
駐
輪
場
の
配
置
も
見

据
え
な
が
ら
検
討
し
て
行

く
。

　
「
井
手
町
新
庁
舎
建

設
検
討
会
議
」
に
て
議
論

し
、
物
販
や
カ
フ
ェ
が
設

ー　 　 ー5

さ
く
ら
ま
つ
り
の
駐
車
場
利
用
は

庁
舎
駐
輪
場
へ
の
屋
根
設
置
は

庁
舎
を

�

臨
時
駐
車
場
と
し
て
い
る

奥
山
産
業
環
境
課
長

辻
井
建
設
課
長

現
在
設
置
の
必
要
は
な
い

平
間
総
務
課
長

手すりの設置が待たれる連絡通路

屋根の設置が待たれる役場の駐輪場

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



　

回
収
方
法
に
つ
い
て

住
民
に
ど
の
よ
う
な
周
知

を
し
て
い
る
か
。

　

質
問
が
あ
れ
ば
、
販

売
、
製
造
元
や
回
収
民
間

業
者
に
問
い
合
わ
せ
す
る

よ
う
伝
え
て
い
る
。

難
し
い
場
合
、
産
業
環

境
課
窓
口
に
て
回
収
す
る

こ
と
を
案
内
。

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
す
る
よ
う
準
備
し
て

い
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
に
お

い
て
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
が

原
因
と
な
る
火
災
等
の
ト

ラ
ブ
ル
発
生
の
有
無
と
そ

の
内
容
は
。

　

城
南
衛
生
管
理
組
合

の
処
理
施
設
内
で
の
発
煙�

・
発
火
回
数
は
、
令
和
４

年
度
は
５
０
０
回
、
５
年

度
は
５
６
８
回
、
６
年
度

は
６
１
８
回
。

　

ご
み
処
理
施
設
か
ら
、

回
収
に
つ
い
て
の
指
導
や

お
願
い
は
あ
る
の
か
。

　

城
南
衛
生
管
理
組
合

か
ら
、
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池

等
の
拠
点
回
収
に
つ
い
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
分

別
区
分
を
新
た
に
設
け
る

よ
う
事
務
連
絡
が
あ
り
、

本
町
の
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。

　

近
隣
自
治
体
同
様
、

役
場
や
公
民
館
な
ど
で�

「
拠
点
回
収
」
を
行
う
考

え
は
。

　

近
隣
自
治
体
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
回
収
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　

住
民
票
を
有
す
る
外

国
人
の
人
数
、
割
合
、
年

齢
構
成
は
。

　

令
和
７
年
５
月
末
現

在
２
９
７
人
で
、
人
口
に

占
め
る
割
合
は
、
４
・
３
％
。

年
齢
構
成
は
、
20
歳
未�

満
が
24
人
で
８
・
１
％
、
20�

代
が
１
７
５
人
で
59
・
０
％
。�

30
代
が
51
人
で
17
・
２
％
、

40
代
が
15
人
で
５
・
０
％
、

50
代
が
14
人
で
４
・
７
％
、

60
歳
以
上
が
18
人
で
６
・
０�

％
。

　
「
多
文
化
共
生
社
会
」

に
つ
い
て
、
本
町
の
考
え

は
。

　

お
互
い
の
文
化
的
違

い
を
認
め
合
い
、
共
に
生

き
て
い
く
こ
と
へ
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
多
文
化
共

生
社
会
推
進
に
向
け
、
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
「
多
文
化
共
生
社
会
」

の
実
現
に
向
け
た
今
後
の

取
組
は
。

　

現
在
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
し
て

い
る
日
本
語
教
室
は
、
共

生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
該
教
室
へ
の
支
援

を
行
い
、
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。
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脇わ
き

　
本も

と

　
尚た

か

　
憲の

り  

議
員

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

�

「
拠
点
」
回
収
は

「
多
文
化
共
生
社
会
」
の

�
実
現
に
向
け
た
取
組
は

様々な家電製品に使用されています

本町で開催されている日本語教室の学習風景

各
種
事
業
や
日
本
語
教
室
の

�
支
援
に
取
り
組
む

花
木
住
民
福
祉
課
長

寺
井
社
会
教
育
課
長

近
隣
自
治
体
も

�

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
す
る

奥
山
産
業
環
境
課
長

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



谷た
に

　
田だ

　
健け

ん

　
治じ  

議
員

　

物
価
高
に
つ
い
て
、

住
民
の
暮
ら
し
も
営
業
も

緊
急
事
態
で
あ
る
認
識
は

あ
る
の
か
。

　

物
価
の
上
昇
に
賃
金

が
追
い
付
い
て
い
な
い
状

況
や
、
米
を
は
じ
め
、
食

料
品
全
般
の
価
格
が
値
上

が
り
し
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。

　

物
価
高
に
苦
し
む
住

民
へ
の
物
価
高
緊
急
対
策

の
考
え
は
。

　

水
道
料
金
の
基
本
使

用
料
等
の
6
カ
月
分
の
全

額
減
免
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
支
援
す
る
物
価

高
騰
対
策
支
援
給
付
金
、

農
業
者
に
対
す
る
肥
料
高

騰
対
策
支
援
給
付
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

　

本
町
か
ら
ご
み
処
理

施
設
に
搬
入
し
て
い
る
可

燃
ご
み
及
び
不
燃
ご
み
の

排
出
量
は
。

　

令
和
５
年
度
の
数
値

で
、
一
人
一
日
当
た
り
の

可
燃
ご
み
は
６
０
１
グ
ラ

ム
、
不
燃
ご
み
は
１
３
３

グ
ラ
ム
。

　

搬
入
し
て
い
る
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
。

　

管
轄
す
る

城
南
衛
生
管
理

組
合
全
体
と
し

て
、
８
・
13
％
。

　

小
型
家
電

用
の
回
収
ボ
ッ

ク
ス
設
置
と
、

行
補
助
な
ど
の
対
策
を

拠
点
回
収
の
考
え
は
。

　

近
隣
自
治
体
を
参
考

に
検
討
し
た
い
。

　

本
町
で
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
ご
み
と
し
て
出
せ

な
い
理
由
は
。

　

個
別
の
問
い
合
わ
せ

が
非
常
に
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
回
収
体
制
を

整
え
る
必
要
性
が
な
か
っ

た
た
め
。

行
っ
て
い
る
。

　

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の

回
収
方
法
は
。

　

販
売
元
等
で
の
回
収

　

J
R
玉
水
駅
駐
輪
場

の
「
シ
ニ
ア
カ
ー
優
先
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
」
へ
の
不
適

切
利
用
に
対
す
る
対
策
は
。

　

誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
、

イ
ラ
ス
ト
等

を
利
用
し
な

が
ら
周
知
し

て
い
く
。

　

雨
水
排

水
パ
イ
プ
の

破
損
箇
所
の

修
理
は
。

　

破
損
し

て
い
る
箇
所

が
で
き
な
い
場
合
は
、
産

業
環
境
課
の
窓
口
に
て
回

収
す
る
。

は
、
自
転
車
の
ペ
ダ
ル
な

ど
が
ぶ
つ
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
た
め
、
同
じ
事
象
が

生
じ
な
い
よ
う
に
、
パ
イ

プ
の
素
材
に
つ
い
て
業
者

と
協
議
し
て
い
る
。
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物
価
高
騰
へ
の
緊
急
対
策
は

優
先
ス
ペ
ー
ス

�

認
識
の
た
め
の
対
策
は

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の
回
収
方
法
は

健
全
財
政
を
維
持
し
つ
つ

�

積
極
的
に
取
り
組
む

西
島
町
長

高
江
企
画
財
政
課
長

自転車に占有されるシニアカー優先スペース

小型家電回収ボックス（城南衛生管理組合）

イ
ラ
ス
ト
等
を

�

利
用
し
て
周
知

辻
井
建
設
課
長

販
売
元
等
が
困
難
な

�

場
合
は
窓
口
回
収

奥
山
産
業
環
境
課
長

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う



小こ

　
割わ

り

　
直な

お

　
彦ひ

こ  

議
員

　

子
育
て
支
援
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
河
川

敷
を
子
供
の
遊
び
場
や
ス

ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
の
た

め
の
広
場
な
ど
に
利
活
用

で
き
な
い
か
。

　

町
内
に
は
16
箇
所
の

都
市
公
園
が
あ
り
、「
玉

川
さ
く
ら
公
園
」
や
「
谷

川
ホ
タ
ル
公
園
」
は
河
川

敷
を
一
部
活
用
し
た
公
園

で
あ
り
、
維
持
管
理
は
町

が
行
っ
て
い
る
。

木
津
川
河
川
敷
を
利
用

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
園

は
河
川
区
域
内
の
た
め
、

大
雨
等
で
河
川
水
位
が
上

昇
し
た
場
合
、
そ
の
都
度

補
修
や
清
掃
が
必
要
と
な

る
。

ト
イ
レ
や
倉
庫
等
の
設

置
に
は
制
約
も
あ
り
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
計
画

は
な
い
。

整
備
に
は
河
川
管
理
者

の
許
可
が
得
ら
れ
る
か
を

十
分
調
査
し
、
活
用
・
維

持
管
理
方
法
も
含
め
、
慎

重
な
判
断
が
必
要
と
考
え

る
。

　

合
藪
ポ
ン
プ
場
近
く

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
引

き
続
き
使
用
す
る
予
定
か
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
か
ら
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
と
し
て
使
用
す

る
た
め
の
占
用
許
可
を
受

け
て
設
置
し
て
い
る
。

現
在
も
定
期
的
に
練
習

さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
し
て

使
用
す
る
。

　

全
国
で
は
、「
河
川

空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
」
に

よ
り
、
河
川
敷
地
を
有
効

活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本

町
の
考
え
は
。

　

消
防
団
の
水
防
訓
練

会
場
と
し
て
の
利
用
の
ほ

か
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と

し
て
利
用
し
て
い
る
。

木
津
川
右
岸
の
堤
防
は
、

従
前
か
ら
「
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
と
し
て
も
利

用
で
き
る
河
川
管
理
用
通

路
の
整
備
を
国
に
要
望
し

て
い
る
。

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、

国
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

活
用
事
例
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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グラウンドとして河川敷を利活用された例

ゲートボール場としての河川敷利用

河
川
敷
の
有
効
利
用
は

活
用
事
例
の

�

情
報
収
集
を
行
う

坂
井
高
齢
福
祉
課
長

辻
井
建
設
課
長

６
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
報
告
等

議
会
の
主
な
公
務

い
で
た
ん
が
聞
く

町
政
を
問
う


